
かがわの里海づくり

香川県 環境森林部 環境管理課
課長補佐／水環境・里海グループリーダー

大 倉 恵 美

さとうみ

自然共生型の新しい社会と
ライフスタイルを目指して



• 瀬戸内海（閉鎖性海域）に面している
• 昔から、瀬戸内海と関わりながら暮らしてきた
（道・畑・庭）

海

里

山



赤潮
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海から持続可能な暮らしや社会を考える



人が自然と適切に関わることで
多くの恵みをもたらす豊かな海のこと

里海とは

無関心・ほったらかし



共有理念となるビジョンの策定（H25.9.7策定）

協議会４回、ワーキング１１回、団体・個人

ヒアリング、ワークショップ２回、市町説明

会、庁内検討会等

香川大学生による
まんが「里海」ってなあに？」

トップダウンとボトムアップ



≪取組方針≫

全県域で 県民みんなで
山・川・里・海をつなげる
全県域で 県民みんなで
山・川・里・海をつなげる

私たちの里海「瀬戸内海」を
人と自然が共生する持続可能な

豊かな海に・・・

生活者として・社会の一員として

当事者を増やす



人と自然が共生する持続可能な海

多様な主体による

様々な活動

学学

連 携

サポート サポート

主
体

公公

民民

「里海」を活かした新しい価値創造



子どもたちを中心に、里海体験の機会を増やすため、里海・里山に囲まれ、過疎・高齢化が進

む王越地区で、気軽に里海体験ができる活動拠点づくりを進めている。
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場づくりの事例：王越での活動拠点づくり



王越
里海づくり
実行委員会

王越町共に生きる
まちづくり推進協議会

坂出市

香川大学

香川県

運営：里海プロガイド＋地元ガイド＋運営スタッフ

民・学・公連携の実行委員会により

有料の里海ツアーを満員御礼実施中



過疎・高齢化が進む、地元から見れば何もないまち

� 活動拠点
� 商品開発（王越まるごと里海ツアー：有料）

• H26は7回開催し177名の参加
• リピーター、キャンセル待ちあり

＜王越里海づくり実行委員会＞

・王越町共に生きるまちづくり推進協議会
・香川大学
・坂出市
・香川県

プ
ロ
を
派
遣

体験機会の提供、プロガイドの活躍の場、
交流人口・王越ファンの増加、関わる地元
住民の増加等
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人・場づくりの事例：かがわ里海大学（仮称）

里海ツアーのプロガイドなど、里海づくりを牽引する「人」づくりと、人や活動の化学反応が

おきる「場」づくりのため、かがわ里海大学（仮称）を平成28年春開校予定で準備中。
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かがわ里海大学（仮称）のイメージ（H27.9末現在）

研究・シンクタンク

機 能

窓口・情報発信
（コンシェルジュ）

人材育成

支援

連携

大学

啓発・交流
公 開
講 座

専 門
講 座

里海プロガイド
養 成 講 座

公 開
講 座

公 開
講 座

一 般 講 座

体験ツアー､ワークショップ､
フォーラムなど

サポーター

スーパーバイザー

共 通
講 座

企業

専門家

メディア

その他

かがわ里海大学
（仮称）

来春開校！



� ファシリテーター、マーケッター、プロガイド、大学教授など

多様な人材によるワーキングであり方や講座等を検討中

� 今年９～11月に、プレ講座として

里海プロガイド養成基礎講座を

開催（有料）

� 里海プロガイドなど新たな仕事や働き方の創出
� 交流による化学反応→新たなプロジェクト展開
� 里海のブランド化 等

来春、かがわ里海大学（仮称）開校



仕組みづくりの事例：香川県方式の海底堆積ごみ回収・処理システム

漁師さんがボランティアで持ち帰ったごみを行政が運搬・処理する。行政（内陸部を含む全

市町と県）が処理費用を負担する、全県的なシステムを構築。



香川県方式の海底堆積ごみ回収・処理システム

海底堆積ごみは、回収・処理責任が法的

に明確でなく、全国的にほぼ手つかずの

状況。

しかし、瀬戸内海の海底には、既に13,000

㌧以上ものごみが堆積。その多くは生活

ごみであることから、海のない内陸部まで

巻き込んだ全県的なシステムを構築。

漁師さんが網に引っ
かかったごみをボラ
ンティアで持ち帰る

行政（沿岸市町と県）
が運搬・処理する

行政（内陸部を含む
全市町と県）が処理
費用を負担する
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里海体験

産・学・公連携で
ツアーの開発

景
観
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流
交
流
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外
向
け

着
地
型
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ー

県
内
向
け

日
帰
り
ツ
ア
ー

食食

海ごみが漂着しやすいが回収困難な離島において
海ごみを資源として商品開発→定期的に回収・処理できるシステム構築

離島の海ごみ回収・処理システム（H27～）
離島の海ごみツアー「瀬戸内海・離島の海ごみ物語」

女木島編：11月14日～15日
粟島編：11月28日～29日



連携の例
取り組み 大学の関わり 民（産）・公

かがわ「里海」づくり協議会 参画団体、座長
アドバイザー（県内外）
ワーキング（教授・准教授）

農・林・水産業組合
経済同友会、観光協会
連合自治会、ＰＴＡ、
国・県関係課・市長会・町村会ほか

かがわ「里海」づくりビジョン ワークショップ（学生、教授） 編集者、マーケッター、デザイナー、
県関係課ほか

王越での活動拠点づくり サポーター（学生）、
監査（准教授）

地元住民団体、県・市
（地元の企業協力）

ネットワーク化 学生、教授、流域大学
のボランティアサークル

県・市、企業（里海研修）

基本モデルの構築
（調査研究）

共同研究 漁協（活動）、県関係課

かがわ里海大学（仮称） 参画団体、大学内での
講義、講師（検討中）

企業の寄付講座ほか（検討中）

離島の海ごみツアー サポーター（学生、教授）
※旅のしおり作成等

旅行会社、漁協、地元アーティスト、
県・市ほか（東京の企業協力）



We are 里海人！






